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(57)【要約】
　本発明の実施形態は、再構成方法、無線ネットワーク
コントローラ(RNC)、および端末を提供する。当該方法
は、状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信さ
れ、無線リソース制御(RRC)状態遷移を引き起こすため
の指示情報を搬送する測定報告メッセージを受信する段
階と、端末に対して指定されるRRC状態遷移のターゲッ
ト状態、および/または、端末がRRCターゲット状態にあ
るときの対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはト
ランスポートチャネル情報ならびに/もしくは物理チャ
ネル情報を含む再構成メッセージを端末に送信する段階
とを含む。本発明の実施形態において提供される再構成
方法、RNC、および端末により、RNCは、端末によって開
始されるべきアップリンクデータが属するサービスに関
する情報をできるだけ早く得ることができ、それにより
、専用トランスポートチャネルの構成によって被る遅延
が低減され、RNCによって端末に対して実施される状態
遷移の効率が向上する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線リソース制御(RRC)状態遷移を引き起こすための指示情報を搬送する測定報告メッ
セージであって、状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信された測定報告メッセ
ージを受信する段階と、
　前記端末に対して指定される前記RRC状態遷移のターゲット状態、および/または、前記
端末が前記RRCターゲット状態にあるときの対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはト
ランスポートチャネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を含む再構成メッセージ
を前記端末に送信する段階と、
　を含むことを特徴とする再構成方法。
【請求項２】
　前記状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信された測定報告メッセージを受信
する段階が特に、
　セルページングチャネル(CELL_PCH)状態の前記端末から送信された測定ID 16を有する
測定報告メッセージを受信する段階を含むことを特徴とする、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記RRC状態遷移を引き起こすための前記指示情報が、少なくとも1つの無線ベアラID (
RB ID)を含むか、または少なくとも1つの無線ベアラID (RB ID)ならびにデータボリュー
ム情報を含むことを特徴とする、請求項1または2に記載の方法。
【請求項４】
　前記状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信された測定報告メッセージを受信
する段階の前に、
　現在のRLCキャッシュ中のデータに対応するサービス情報を報告するよう前記端末に指
示する制御情報を前記端末に送信する段階をさらに含むことを特徴とする請求項3に記載
の方法。
【請求項５】
　前記サービス情報が、前記端末の前記現在のRLCキャッシュ中の前記データが属する少
なくとも1つのサービスに対応するRB IDを含むか、または前記現在のRLCキャッシュ中の
対応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、ネットワーク側で前記端末によってセットアップされた
全てのサービスに対応するRB IDを含むか、もしくは前記現在のRLCキャッシュ中の対応す
るサービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、少なくとも1つの設定されたRB IDを含むか、もしくは前
記現在のRLCキャッシュ中の対応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含むこ
とを特徴とする請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも1つのRB ID、または、前記少なくとも1つのRB IDならびに前記そのデー
タボリュームが、ビットマップまたは列挙値で表されることを特徴とする請求項5に記載
の方法。
【請求項７】
　前記制御情報が、測定制御メッセージ、RBセットアップメッセージ、RB再構成メッセー
ジ、トランスポートチャネルセットアップメッセージ、トランスポートチャネル再構成メ
ッセージ、物理チャネル再構成メッセージのうちの、1つまたは複数の中で搬送されるこ
とを特徴とする請求項4または請求項5に記載の方法。
【請求項８】
　前記RRC状態遷移を引き起こすための前記指示情報が、測定報告を開始するよう前記端
末を引き起こすための原因、および/または、前記端末によって現在開始されるべきサー
ビスタイプ情報を含むことを特徴とする請求項1または2に記載の方法。
【請求項９】
　RRC状態遷移を引き起こすための前記指示情報が、以下の情報、すなわち、前記端末が
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呼を開始すること、前記端末がページング応答を開始すること、前記端末が、送信すべき
アップリンクデータを有すること、前記端末がダウンリンクデータを受信することを示す
情報、前記端末が高優先度のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が低優先
度のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が会話呼を開始することを示す情
報、前記端末がストリームサービス呼を開始することを示す情報、前記端末が対話タイプ
のサービスを開始することを示す情報、前記端末が緊急呼を開始することを示す情報、前
記端末がマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャストサービス(MBMS)受信を開始
することを示す情報、前記端末がMBMSポイントツーポイント・ベアラセットアップ要求を
開始すること、前記端末が回線交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報
、前記端末がパケット交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報、前記端
末が音声呼を開始することを示す情報、および前記端末がビデオ呼を開始することを示す
情報、のうちの1つまたは複数を含むことを特徴とする請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記再構成メッセージが、無線ベアラセットアップメッセージ、無線ベアラ再構成メッ
セージ、トランスポートチャネル・セットアップメッセージ、トランスポートチャネル再
構成メッセージ、および物理チャネル再構成メッセージ、のうちの1つまたは複数を含む
ことを特徴とする請求項1または2に記載の方法。
【請求項１１】
　状態遷移に基づいて引き起こされ、無線リソース制御(RRC)状態遷移を引き起こすため
の指示情報を搬送する測定報告メッセージを無線ネットワークコントローラ(RNC)に送信
する段階と、
　前記RNCから送信され、端末に対して指定される前記RRC状態遷移のターゲット状態、お
よび/または、前記端末が前記RRCターゲット状態にあるときの対応する無線ベアラ情報な
らびに/もしくはトランスポートチャネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を含む
再構成メッセージを受信する段階と、
　を含むことを特徴とする再構成方法。
【請求項１２】
　前記状態遷移に基づいて引き起こされた測定報告メッセージを前記RNCに送信する段階
が特に、
　セルページングチャネル(CELL_PCH)状態の端末によって、測定ID 16を有する前記測定
報告メッセージを前記RNCに送信する段階を含む、
　ことを特徴とする請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記RRC状態遷移を引き起こすための指示情報が、少なくとも1つの無線ベアラID (RB I
D)を含むか、または少なくとも1つの無線ベアラID (RB ID)ならびにデータボリューム情
報を含む、
　ことを特徴とする請求項11または12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記状態遷移に基づいて引き起こされた測定報告メッセージを前記RNCに送信する段階
の前に、前記RNCから送信された制御情報を受信する段階をさらに含み、
　前記制御情報が、現在のRLCキャッシュ中のデータに対応するサービス情報を報告する
よう前記端末に指示する、
　ことを特徴とする請求項13に記載の方法。
【請求項１５】
　前記サービス情報が、前記端末の現在のRLCキャッシュ中のデータが属する少なくとも1
つのサービスに対応するRB IDを含むか、または前記現在のRLCキャッシュ中の対応するサ
ービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、ネットワーク側で前記端末によってセットアップされた
全てのサービスに対応するRB IDを含むか、もしくは前記現在のRLCキャッシュ中の対応す
るサービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
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　または、前記サービス情報が、少なくとも1つの設定されたRB IDを含むか、もしくは前
記現在のRLCキャッシュ中の対応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含む
　ことを特徴とする請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　前記制御情報が、測定制御メッセージ、RBセットアップメッセージ、RB再構成メッセー
ジ、トランスポートチャネルセットアップメッセージ、トランスポートチャネル再構成メ
ッセージ、および物理チャネル再構成メッセージのうちの、1つまたは複数の中で搬送さ
れる
　ことを特徴とする請求項14または請求項15に記載の方法。
【請求項１７】
　前記RRC状態遷移を引き起こすための指示情報が、測定報告を開始するよう前記端末を
動作するための原因、および/または、前記端末によって現在開始されるべきサービスタ
イプ情報を含むことを特徴とする、請求項11または請求項12に記載の方法。
【請求項１８】
　前記RRC状態遷移を引き起こすための指示情報が、以下の情報、すなわち、前記端末が
呼を開始すること、前記端末がページング応答を開始すること、前記端末が、送信すべき
アップリンクデータを有すること、前記端末がダウンリンクデータを受信することを示す
情報、前記端末が高優先度のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が低優先
度のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が会話呼を開始することを示す情
報、前記端末がストリームサービス呼を開始することを示す情報、前記端末が対話タイプ
のサービスを開始することを示す情報、前記端末が緊急呼を開始することを示す情報、前
記端末がマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャストサービス(MBMS)受信を開始
することを示す情報、前記端末がMBMSポイントツーポイント・ベアラセットアップ要求を
開始すること、前記端末が回路交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報
、前記端末がパケット交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報、前記端
末が音声呼を開始することを示す情報、および前記端末がビデオ呼を開始することを示す
情報、のうちの1つまたは複数を含む
　ことを特徴とする請求項17に記載の方法。
【請求項１９】
　前記再構成メッセージが、無線ベアラセットアップメッセージ、無線ベアラ再構成メッ
セージ、トランスポートチャネル・セットアップメッセージ、トランスポートチャネル再
構成メッセージ、および物理チャネル再構成メッセージのうちの、1つまたは複数を含む
　ことを特徴とする請求項11または請求項12に記載の方法。
【請求項２０】
　状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信され、無線リソース制御(RRC)状態遷
移を引き起こすための指示情報を搬送する測定報告メッセージを受信するように構成され
た受信モジュールと、
　前記端末に対して指定される前記RRC状態遷移のターゲット状態、および/または、前記
端末が前記RRCターゲット状態にあるときの対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはト
ランスポートチャネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を含む再構成メッセージ
を前記端末に送信するように構成された再構成モジュールと、
　を備えることを特徴とする無線ネットワークコントローラ(RNC)。
【請求項２１】
　前記受信モジュールが特に、セルページングチャネル(CELL_PCH)状態の端末から送信さ
れた測定ID 16を有する前記測定報告メッセージを受信するように構成されたこと
　を特徴とする請求項20に記載のRNC。
【請求項２２】
　前記受信モジュールによって受信される前記測定報告メッセージ中で搬送される、前記
RRC状態遷移を引き起こすための指示情報が、少なくとも1つの無線ベアラID (RB ID)を含
むか、または少なくとも1つの無線ベアラID (RB ID)ならびにデータボリューム情報を含
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むこと
　を特徴とする請求項20または請求項21に記載のRNC。
【請求項２３】
　現在のRLCキャッシュ中のデータに対応するサービス情報を報告するよう前記端末に指
示する制御情報を、前記端末に送信するように構成された送信モジュールを、さらに備え
る
　ことを特徴とする請求項22に記載のRNC。
【請求項２４】
　前記サービス情報が、前記端末の前記現在のRLCキャッシュ中の前記データが属する少
なくとも1つのサービスに対応するRB IDを含むか、もしくは前記現在のRLCキャッシュ中
の対応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、ネットワーク側で前記端末によってセットアップされた
全てのサービスに対応するRB IDを含むか、もしくは前記現在のRLCキャッシュ中の対応す
るサービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、少なくとも1つの設定されたRB IDを含むか、もしくは前
記現在のRLCキャッシュ中の対応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含む
　ことを特徴とする請求項23に記載のRNC。
【請求項２５】
　前記少なくとも1つのRB ID、または、前記少なくとも1つのRB IDならびに前記そのデー
タボリュームが、ビットマップまたは列挙値で表される
　ことを特徴とする請求項24に記載のRNC。
【請求項２６】
　前記送信モジュールから送信される前記制御情報が、測定制御メッセージ、RBセットア
ップメッセージ、RB再構成メッセージ、トランスポートチャネルセットアップメッセージ
、トランスポートチャネル再構成メッセージ、および物理チャネル再構成メッセージのう
ちの、1つまたは複数の中で搬送される
　ことを特徴とする請求項23または請求項24に記載のRNC。
【請求項２７】
　前記受信モジュールによって受信され、前記RRC状態遷移を引き起こすための指示情報
が、測定報告を開始するよう前記端末を動作するための原因、および/または、前記端末
によって現在開始されるべきサービスタイプ情報を含む
　ことを特徴とする請求項20または請求項21に記載のRNC。
【請求項２８】
　受信モジュールによって受信される前記測定報告メッセージ中で搬送される、前記RRC
状態遷移を引き起こすための指示情報が、以下の情報、すなわち、前記端末が呼を開始す
ること、前記端末がページング応答を開始すること、前記端末が送信すべきアップリンク
データを有すること、前記端末がダウンリンクデータを受信することを示す情報、前記端
末が高優先度のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が低優先度のシグナリ
ングを開始することを示す情報、前記端末が会話呼を開始することを示す情報、前記端末
がストリームサービス呼を開始することを示す情報、前記端末が対話タイプのサービスを
開始することを示す情報、前記端末が緊急呼を開始することを示す情報、前記端末がマル
チメディア・ブロードキャスト・マルチキャストサービス(MBMS)受信を開始することを示
す情報、前記端末がMBMSポイントツーポイント・ベアラセットアップ要求を開始すること
、前記端末が回線交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報、前記端末が
パケット交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報、前記端末が音声呼を
開始することを示す情報、前記端末がビデオ呼を開始することを示す情報のうち、1つま
たは複数を含む
　ことを特徴とする請求項27に記載のRNC。
【請求項２９】
　前記再構成モジュールから送信される再構成メッセージが、無線ベアラセットアップメ
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ッセージ、無線ベアラ再構成メッセージ、トランスポートチャネル・セットアップメッセ
ージ、トランスポートチャネル再構成メッセージ、物理チャネル再構成メッセージのうち
の、1つまたは複数を含むこと
　を特徴とする請求項20または21に記載のRNC。
【請求項３０】
　状態遷移に基づいて引き起こされ、無線リソース制御(RRC)状態遷移を引き起こすため
の指示情報を搬送する測定報告メッセージを無線ネットワークコントローラ(RNC)に送信
するように構成された送信モジュールと、
　前記RNCから送信され、端末に対して指定される前記RRC状態遷移のターゲット状態、お
よび/または、前記端末が前記RRCターゲット状態にあるときの対応する無線ベアラ情報な
らびに/もしくはトランスポートチャネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を含む
再構成メッセージを受信するように構成された受信モジュールと、
　を備えることを特徴とする端末。
【請求項３１】
　前記送信モジュールが特に、測定ID 16を有する前記測定報告メッセージを前記RNCに送
信するように構成された
 ことを特徴とする請求項30に記載の端末。
【請求項３２】
　前記送信モジュールから前記RNCに送信される測定報告メッセージ中で搬送されるRRC状
態遷移を引き起こすための指示情報が、少なくとも1つの無線ベアラID (RB ID)を含むか
、または少なくとも1つの無線ベアラID (RB ID)ならびにデータボリューム情報を含む
　ことを特徴とする請求項30または請求項31に記載の端末。
【請求項３３】
　前記受信モジュールが、さらに、前記RNCから送信され、現在のRLCキャッシュ中のデー
タに対応するサービス情報を報告するよう前記端末に指示する制御情報を受信するように
、さらに構成されている
　ことを特徴とする請求項32に記載の端末。
【請求項３４】
　前記サービス情報が、前記端末の前記現在のRLCキャッシュ中のデータが属する少なく
とも1つのサービスに対応するRB IDを含むか、もしくは前記現在のRLCキャッシュ中の対
応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、ネットワーク側で前記端末によってセットアップされた
全てのサービスに対応するRB IDを含むか、もしくは前記現在のRLCキャッシュ中の対応す
るサービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、少なくとも1つの設定されたRB IDを含むか、もしくは前
記現在のRLCキャッシュ中の対応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含む
　ことを特徴とする請求項33に記載の端末。
【請求項３５】
　前記受信モジュールによって受信される前記制御情報が、測定制御メッセージ、RBセッ
トアップメッセージ、RB再構成メッセージ、トランスポートチャネルセットアップメッセ
ージ、トランスポートチャネル再構成メッセージ、および物理チャネル再構成メッセージ
のうちの、1つまたは複数の中で搬送される
　ことを特徴とする請求項33または請求項34に記載の端末。
【請求項３６】
　前記送信モジュールから前記RNCに送信される前記測定報告メッセージ中で搬送される
、前記RRC状態遷移を引き起こすための前記指示情報が、測定報告を開始するよう前記端
末を動作するための原因、および/または、前記端末によって現在開始されるべきサービ
スタイプ情報を、
　含むことを特徴とする請求項35に記載の端末。
【請求項３７】
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　前記送信モジュールから前記RNCに送信される測定報告メッセージ中で搬送される、前
記RRC状態遷移を引き起こすための前記指示情報が、以下の情報、すなわち、前記端末が
呼を開始すること、前記端末がページング応答を開始すること、前記端末が送信すべきア
ップリンクデータを有すること、前記端末がダウンリンクデータを受信することを示す情
報、前記端末が高優先度のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が低優先度
のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が会話呼を開始することを示す情報
、前記端末がストリームサービス呼を開始することを示す情報、前記端末が対話タイプの
サービスを開始することを示す情報、前記端末が緊急呼を開始することを示す情報、前記
端末がマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャストサービス(MBMS)受信を開始す
ることを示す情報、前記端末がMBMSポイントツーポイント・ベアラセットアップ要求を開
始すること、前記端末が回線交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報、
前記端末がパケット交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報、前記端末
が音声呼を開始することを示す情報、前記端末がビデオ呼を開始することを示す情報、の
うちの1つまたは複数を含む
　ことを特徴とする請求項36に記載の端末。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、参照により本明細書にその全体が組み込まれる、2011年3月25日に中華人民
共和国の国家知識産権局に出願された「再構成方法、RNC、および端末」という名称の中
国特許出願第201110074247.4号に対する優先権を主張するものである。
【０００２】
　本発明は、通信技術の分野に関し、特に、再構成方法、RNC、および端末に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ネットワーク側の無線ネットワークコントローラ(Radio Network Controller、RNC)と
、接続状態でありRNCとの無線リソース制御(Radio Resource Control、RRC)プロトコルを
有する端末との間に、継続的なデータトランスポートがない場合、RNCは、エアインタフ
ェースリソースを効果的に利用して端末の電気エネルギーを節約するために、エアインタ
フェース上で端末に割り振られた無線ベアラ(Radio Bearer)を予約して、専用トランスポ
ートチャネルを解放する(例えば端末をセルページングチャネル(Cell Paging Channel、C
ELL_PCH)状態に遷移させる)ことができる。CELL_PCH状態の端末は、状態遷移に基づいて
特別に定義される測定報告を送った後でのみ、状態遷移を実施してセルフォワードアクセ
スチャネル(Cell Forward Access Channel、CELL_FACH)状態に入ることができ、次いで、
CELL_FACH状態で後続のアップリンクまたはダウンリンクデータトランスポートを継続す
ることができる。
【０００４】
　状態遷移に基づいて引き起こされる(triggered)測定報告メッセージは、特に、測定ID 
(measurement identity)16と空の事前定義済み測定結果とを有する測定報告メッセージを
意味し、この測定報告メッセージは、端末がアップリンクデータまたはダウンリンクデー
タを受信するためにCELL_FACHへの状態遷移を引き起こす(trigger)必要があるときに、最
初にRACHトランスポートチャネル中でCELL_PCH端末からRNCに送信されることになる。状
態遷移に基づいて引き起こされた測定報告を端末が送信した後、RNCが端末の状態遷移を
実施するための再構成プロセスを開始しない場合、RNCと端末の両方は、端末の状態がCEL
L_FACHに遷移したと自動的に見なす。
【０００５】
　したがって、従来技術では、遅延の影響を受けやすいサービスがCELL_PCH状態の端末の
状態遷移を引き起こしたとき、状態遷移に基づく測定報告メッセージに応答するメッセー
ジを送信するための時間、および端末のアップリンクサービスデータをRNCが検出するた
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めの時間は、専用トランスポートチャネルによって構成される再構成プロセスに導入され
る余分な遅延の原因になり、それにより端末のデータトランスポート効率に影響が及ぶこ
とになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の複数の態様は、従来技術において、遅延の影響を受けやすいサービスがCELL_P
CH状態の端末の状態遷移を引き起こしたとき、状態遷移に基づく測定報告メッセージに応
答するメッセージを送信するための時間、および端末のアップリンクサービスデータをRN
Cが検出するための時間は、専用トランスポートチャネルによって構成される再構成プロ
セスに導入される余分な遅延の原因になり、それにより端末のデータトランスポート効率
に影響が及ぶことになるという問題を解決するための、再構成方法、RNC、および端末を
提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様は、状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信され、無線リソー
ス制御(RRC)状態遷移を引き起こすための指示情報を搬送する測定報告メッセージを受信
する段階と、端末に対して指定されるRRC状態遷移のターゲット状態、および/または、端
末がRRCターゲット状態にあるときの対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランス
ポートチャネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を含む再構成メッセージを端末
に送信する段階と、を含む再構成方法を提供する。
【０００８】
　本発明の別の態様はさらに、状態遷移に基づいて引き起こされ、無線リソース制御(RRC
)状態遷移を引き起こすための指示情報を搬送する測定報告メッセージを無線ネットワー
クコントローラ(RNC)に送信する段階と、RNCから送信され、端末に対して指定されるRRC
状態遷移のターゲット状態、および/または、端末がRRCターゲット状態にあるときの対応
する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランスポートチャネル情報ならびに/もしくは物
理チャネル情報を含む再構成メッセージを受信するように構成された段階と、を含む再構
成方法を提供する。
【０００９】
　本発明の別の態様はさらに、状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信され、無
線リソース制御(RRC)状態遷移を引き起こすための指示情報を搬送する測定報告メッセー
ジを受信するように構成された受信モジュールと、端末に対して指定されるRRC状態遷移
のターゲット状態、および/または、端末がRRCターゲット状態にあるときの対応する無線
ベアラ情報ならびに/もしくはトランスポートチャネル情報ならびに/もしくは物理チャネ
ル情報を含む再構成メッセージを端末に送信するように構成された再構成モジュールと、
を備える無線ネットワークコントローラ(RNC)を提供する。
【００１０】
　本発明の別の態様はさらに、状態遷移に基づいて引き起こされ、無線リソース制御(RRC
)状態遷移を引き起こすための指示情報を搬送する測定報告メッセージを無線ネットワー
クコントローラ(RNC)に送信するように構成された送信モジュールと、RNCから送信され、
端末に対して指定されるRRC状態遷移のターゲット状態、および/または、端末がRRCター
ゲット状態にあるときの対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランスポートチャ
ネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を含む　再構成メッセージを受信するよう
に構成された受信モジュールと、を備える端末を提供する。
【発明の効果】
【００１１】
　前述の再構成方法、RNC、および端末を通して、RRC状態遷移を引き起こすための指示情
報が、端末からRNCに送信される測定報告メッセージ中で搬送され、したがって、RNCは、
状態遷移指示情報に従った端末に対するRRC状態遷移のターゲット状態、および/または、
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RRCターゲット状態の端末に対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランスポートチ
ャネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を、指定する。このため、RNCは、端末に
よって開始されるべきアップリンクデータが属するサービス情報をできるだけ早く得るこ
とができ、それにより、専用トランスポートチャネルの構成に導入される遅延が低減され
、RNCによって端末に対して実施される状態遷移の効率が向上する。
【００１２】
　従来技術または本発明の実施形態の技術的解決法についてより明確に述べるために、従
来技術または実施形態の記述で使用される図面について以下に簡単に紹介する。明らかに
、以下の図面は本発明のいくつかの実施形態を例示するに過ぎず、当業者なら、これらの
図面からいかなる創意工夫なしに他の図面を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明によって提供される再構成方法の一実施形態のフローチャートである。
【図２】本発明によって提供される再構成方法の別の実施形態のフローチャートである。
【図３】本発明によって提供される再構成方法のさらに別の実施形態のフローチャートで
ある。
【図４】本発明によって提供される再構成方法のさらに別の実施形態のフローチャートで
ある。
【図５】本発明によって提供されるRNCの一実施形態の構造図である。
【図６】本発明によって提供されるRNCの別の実施形態の構造図である。
【図７】本発明によって提供される端末の構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の目的、技術的解決法、および利点がより明確になるように、本発明の実施形態
の図面を参照しながら本発明の実施形態の技術的解決法について以下のとおり明確かつ完
全に述べる。明らかに、本明細書に述べることは、本発明の実施形態の全てではなく実施
形態の一部でしかない。本発明の実施形態に基づき、当業者によっていかなる創意工夫も
なしに得られる他のいかなる実施形態も、本発明の保護範囲に入るものとする。
【００１５】
　本発明の技術的解決法は、GSM（登録商標）、符号分割多元接続(CDMA、Code Division 
Multiple Access)システム、広帯域符号分割多元接続ワイヤレス(WCDMA（登録商標）、Wi
deband Code Division Multiple Access Wireless)、汎用パケット無線サービス(GPRS、G
eneral Packet Radio Service)、ロングタームエボリューション(LTE、Long Term Evolut
ion)など、様々な通信システムに適用可能とすることができる。簡便にするために、以下
の実施形態については、WCDMA（登録商標）を例として詳細に述べる。
【００１６】
　図1は、本発明によって提供される再構成方法の一実施形態のフローチャートである。
図1に示すように、この方法は以下を含む。
【００１７】
　S101: 状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信された測定報告メッセージを受
信する。測定報告メッセージは、無線リソース制御(RRC)状態遷移を引き起こすための指
示情報を搬送する。
【００１８】
　S102: 再構成メッセージを端末に送信する。再構成メッセージは、端末に対して指定さ
れるRRC状態遷移のターゲット状態、および/または、端末がRRCターゲット状態にあると
きの対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランスポートチャネル情報ならびに/も
しくは物理チャネル情報を含む。
【００１９】
　この実施形態では、これらのステップはRNCによって実施される。
【００２０】
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　ここで、測定報告メッセージは、測定ID 16または他の測定IDを有する測定報告メッセ
ージとすることができ、特にこれは、CELL_PCH状態の端末がアップリンクデータトランス
ポートのためにCELL_FACH状態への状態遷移を引き起こす必要があるときに、最初にラン
ダムアクセスチャネル(Random access channel、RACH)中で端末からRNCに送信されること
になる測定報告である。測定報告中で搬送される、RRC状態遷移を引き起こすための指示
情報は、測定報告を開始するよう端末を引き起こすサービスタイプ情報を意味する。
【００２１】
　エアインタフェース(無線)ベアラのセットアップにおいて、RNCは、異なるサービスに
対して異なる無線ベアラ(Radio Bearer)(RB)をセットアップすることができ、したがって
、異なるサービスは、無線ベアラID (Radio Bearer Identity、RB ID)(エアインタフェー
スベアラIDとも呼ばれる)を介して区別することができる。このため、端末によって測定
報告中で搬送される、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報は、RB IDによって表すこ
とができ、RB IDを介して、測定報告メッセージを現在引き起こしているアップリンクRLC
データに対応するサービスタイプ情報が示される。
【００２２】
　例えば、端末が報告を能動的に行うことができ、あるいは、RNCが、制御情報を事前に
送信して、現在引き起こされている状態遷移が報告されるべきときに端末のRLCキャッシ
ュ中の全てのデータに対応するそれぞれのサービスを、またはこれらのサービスおよびそ
のデータボリューム情報を報告するよう端末に指示することができる。例えば、端末が現
在、複数のサービスを同時にRNCとセットアップしているケースで、現在の端末のRLCキャ
ッシュ中の1つまたは複数のサービスが、送信されるべきアップリンクデータを有する場
合、測定報告中で端末によって搬送される状態遷移指示情報は、RLCキャッシュ中の、状
態遷移を現在引き起こしているサービスのデータボリューム情報とすることができる。こ
こで、状態遷移指示情報は、現在のRLCキャッシュ中のデータに対応するサービスタイプ(
RB IDによって表される)とすることができ、現在のRLCキャッシュ中のデータに対応する
サービスタイプと、対応するデータボリューム状況とを同時に報告することができる。
【００２３】
　端末によって報告される状態遷移指示情報(すなわち、少なくとも1つのRB ID、および
現在のRLCキャッシュ中の対応するデータボリューム情報)は、サービスデータボリューム
情報を使用してリストすることができ、またはビットマップ(bitmap)の形で表すことがで
きる。この場合、端末は、現在のRLCキャッシュ中のデータに対応する全てのRB IDを報告
するだけでもよく、または、RB IDと、対応するデータボリューム情報(例えば、バイト数
またはビット数)とを同時に報告してもよい。
【００２４】
　RNCは、制御情報を事前に送信して、端末のRLCキャッシュ中の、ある事前設定済みRB I
Dまたは複数の事前設定済みRB IDのデータボリューム情報を、報告される測定報告中で搬
送するよう端末に指示することができる。このようにして、RNCは、セットアップ(set up
、設定)されたRBのうちのどれが、端末のRLCキャッシュ中の、データトランスポート遅延
の影響を受けやすいサービスまたはデータのデータボリューム情報を搬送するかを得るこ
とができる。したがって、端末は、リストまたはビットマップの形のサービスデータボリ
ューム情報を使用して、端末のRLCキャッシュ中の、RNCによって事前設定された1つまた
は複数のRBのデータボリューム状況を、提出(submit)する測定報告中で搬送することがで
きる。
【００２５】
　別の実現可能な実施形態として、測定報告メッセージ中で搬送される状態遷移指示情報
はまた、測定報告を開始するよう端末を現在引き起こしている原因、および/または、端
末によって現在開始されるべきサービスタイプ情報とすることができる。例えば、状態遷
移指示情報は特に、以下の情報のうちの1つまたは複数とすることができる。すなわち、
状態遷移に基づいて測定報告を引き起こすための原因が、端末によって呼をセットアップ
する必要性もしくは端末によって呼に応答する必要性であることをRNCに通知するために
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、端末がアップリンク中で呼セットアップ指示情報を送信する必要があるかまたは端末が
アップリンク中でページング応答を送信する必要があることである。加えて、状態遷移指
示情報は、以下のような指示情報とすることができる。すなわち、端末が高優先度のシグ
ナリングを開始すること、端末が低優先度のシグナリングを開始すること、端末が会話(c
onversation)呼を開始すること、端末がストリームサービス呼を開始すること、端末が対
話タイプのサービスを開始すること、端末がバックグラウンドサービス呼を開始すること
、端末がページング応答を開始すること、端末がストリームサービス呼を受信(terminati
ng)すること、端末が対話タイプのサービスを受信(terminating)すること、端末がバック
グラウンドサービス呼を受信(terminating)すること、端末が緊急呼を開始すること、端
末がMBMS受信を開始すること、端末がMBMSポイントツーポイントベアラセットアップ要求
を開始すること、端末が回線交換ドメイン(Circuit Switch Domain)接続セットアップを
開始すること、端末がパケット交換ドメイン(Packet Switch Domain)接続セットアップを
開始すること、端末が音声(speech)呼を開始すること、または端末がビデオ呼を開始する
ことなどである。
【００２６】
　端末によって測定報告中で搬送された、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報を得
た後、RNCは、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報に従って、端末による後続のデー
タトランスポートに必要とされる適切な無線リソースを決定することができる。RNCは、
無線ベアラパラメータ(無線ベアラ制御RLCパラメータ、無線ベアラ識別など)、トランス
ポートチャネルパラメータ(トランスポートフォーマットセット(Transport Format Set)
、トランスポートチャネルタイプ、トランスポートチャネル識別など)、および物理チャ
ネルパラメータ(チャネライゼーション符号、拡散符号、シグネチャなど)等、後続のデー
タトランスポートを担持するのに必要とされる無線チャネルパラメータを端末に対して構
成するための、再構成メッセージを送信する。再構成メッセージは、端末に対して指定さ
れるRRC状態遷移のターゲット状態、および/または、RRCターゲット状態の端末の対応す
る無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランスポートチャネル情報ならびに/もしくは物理
チャネル情報を含む。ここで、再構成メッセージは、無線ベアラセットアップメッセージ
、無線ベアラ再構成メッセージ、トランスポートチャネルセットアップメッセージ、トラ
ンスポートチャネル再構成メッセージ、物理チャネル再構成メッセージのうちの、1つま
たは複数であってもよい。
【００２７】
　本発明の実施形態によって提供される再構成方法では、RRC状態遷移を引き起こすため
の指示情報が、端末からRNCに送信される測定報告メッセージ中で搬送され、したがって
、RNCは、状態遷移指示情報に従った端末に対するRRC状態遷移のターゲット状態、および
/または、RRCターゲット状態の端末に対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトラン
スポートチャネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を指定する。このため、RNCは
、端末によって開始されるべきアップリンクデータが属するサービス情報をできるだけ早
く得ることができ、それにより、専用トランスポートチャネルの構成に導入される遅延が
低減され、RNCによって端末に対して実施される状態遷移の効率が向上する。
【００２８】
　図2は、本発明によって提供される再構成方法の別の実施形態のフローチャートである
。図2に示すように、この方法は以下を含む。
【００２９】
　S201: 状態遷移に基づいて引き起こされた測定報告メッセージをRNCに送信する。測定
報告メッセージは、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報を搬送する。
【００３０】
　S202: RNCから送信された再構成メッセージを受信する。再構成メッセージは、端末に
対して指定されるRRC状態遷移のターゲット状態、および/または、端末がRRCターゲット
状態にあるときの対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランスポートチャネル情
報ならびに/もしくは物理チャネル情報を含む。
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【００３１】
　この実施形態では、これらのステップは端末によって実施され、端末は特に、CELL_PCH
状態の端末である。測定報告メッセージは、測定ID 16または他の測定ID を有する測定報
告メッセージであり、この測定報告メッセージは、CELL_PCH状態の端末がアップリンクデ
ータトランスポートのためにCELL_FACH状態への状態遷移を引き起こす必要があるときに
、最初にRACH中で端末からRNCに送信されることになる。測定報告中で搬送される、RRC状
態遷移を引き起こすための指示情報は、測定報告を開始するよう端末を引き起こすサービ
スタイプ情報を意味する。
【００３２】
　端末によって測定報告中で搬送される、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報は、R
B IDによって表すことができ、RB IDを介して、測定報告メッセージを現在引き起こして
いるアップリンクRLCデータに対応するサービスタイプ情報が示される。例えば、端末が
報告を能動的に行うことができ、あるいは、RNCが、制御情報を事前に送信して、現在引
き起こされている状態遷移が報告されるべきときに端末のRLCキャッシュ中の全てのデー
タに対応するそれぞれのサービス、または、これらのサービスならびにそのデータボリュ
ーム情報を報告するよう端末に指示することができる。ここで、状態遷移指示情報は、現
在のRLCキャッシュ中のデータに対応するサービスタイプ(RB IDによって表される)とする
ことができ、現在のRLCキャッシュ中のデータに対応するサービスタイプと、対応するデ
ータボリューム状況とを同時に報告することができる。
【００３３】
　別の実現可能な実施形態として、測定報告メッセージ中で搬送される状態遷移指示情報
はまた、測定報告を開始するよう端末を現在引き起こしている原因、および/または、端
末によって現在開始されるべきサービスタイプ情報とすることができる。例えば、状態遷
移指示情報は特に、以下の情報のうちの1つまたは複数であってよい。すなわち、状態遷
移に基づいて測定報告を引き起こすための原因が、端末によって呼をセットアップする必
要性もしくは端末によって呼に応答する必要があることをRNCに通知するために、端末が
アップリンクで呼セットアップ指示情報を送信する必要があるか、または端末がアップリ
ンクでページング応答を送信する必要があることである。加えて、状態遷移指示情報は、
以下のような指示情報とすることができる。すなわち、端末が高優先度のシグナリングを
開始すること、端末が低優先度のシグナリングを開始すること、端末が会話(conversatio
n)呼を開始すること、端末がストリームサービス呼を開始すること、端末が対話タイプの
サービスを開始すること、端末がバックグラウンドサービス呼を開始すること、端末がペ
ージング応答を開始すること、端末がストリームサービス呼を受信(terminating)するこ
と、端末が対話タイプのサービスを受信(terminating)すること、端末がバックグラウン
ドサービス呼を受信(terminating)すること、端末が緊急呼を開始すること、端末がMBMS
受信を開始すること、端末がMBMSポイントツーポイントベアラセットアップ要求を開始す
ること、端末が回線交換ドメイン(Circuit Switch Domain)接続セットアップを開始する
こと、端末がパケット交換ドメイン(Packet Switch Domain)接続セットアップを開始する
こと、端末が音声(speech)呼を開始すること、または端末がビデオ呼を開始することなど
である。
【００３４】
　端末によって測定報告中で搬送された、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報を得
た後、RNCは、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報に従って、端末による後続のデー
タトランスポートに必要とされる適切な無線リソースを決定することができる。RNCは、
再構成メッセージを送信するが、この再構成メッセージは、無線ベアラセットアップメッ
セージ、無線ベアラ再構成メッセージ、トランスポートチャネルセットアップメッセージ
、トランスポートチャネル再構成メッセージ、物理チャネル再構成メッセージのうちの、
1つまたは複数であってよい。
【００３５】
　本発明の実施形態によって提供される再構成方法では、RRC状態遷移を引き起こすため
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の指示情報が、端末からRNCに送信される測定報告メッセージ中で搬送され、したがって
、RNCは、状態遷移指示情報に従った端末に対するRRC状態遷移のターゲット状態、および
/または、RRCターゲット状態の端末に対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトラン
スポートチャネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を指定する。このため、RNCは
、端末によって開始されるべきアップリンクデータが属するサービス情報をできるだけ早
く得ることができ、それにより、専用トランスポートチャネルの構成に導入される遅延が
低減され、RNCによって端末に対して実施される状態遷移の効率が向上する。
【００３６】
　図3は、本発明によって提供される再構成方法のさらに別の実施形態のフローチャート
である。図3に示すように、この実施形態では、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報
は、1つもしくは複数のRB IDであるか、または、1つもしくは複数のRB IDならびにそのデ
ータボリュームであるものとしてよい。RB IDは、端末の現在のRLCキャッシュ中のデータ
が属する少なくとも1つのサービスに対応し、データボリュームは、現在のRLCキャッシュ
中の、RB IDに対応するサービスのデータボリュームである。この方法は特に、以下のよ
うに記述することができる。
【００３７】
　S301: RNCが端末に制御情報を送信する。制御情報は、現在のRLCキャッシュ中のデータ
に対応するサービス情報を報告するよう端末に指示する。
【００３８】
　S302: 端末が、RNCから送信された制御情報を受信する。
【００３９】
　制御情報は以下のことを示す。すなわち、CELL_PCH状態の端末が、測定ID 16を有する
測定報告メッセージを開始するケースで、状態遷移を開始するよう端末を現在引き起こし
ているデータが、RNCによって事前設定された1つまたは複数のサービス(RB ID)に属する
場合、端末は、測定ID 16を有する測定報告メッセージ中で1つまたは複数のサービス情報
を搬送することになる。
【００４０】
　ここで、サービス情報、すなわち状態遷移指示情報は、RB IDであるか、または、RB ID
およびそれに関連する現在のRLCキャッシュ中のデータボリューム情報(例えばバイト数も
しくはビット数)であるものとしてよい。
【００４１】
　制御情報は、1つまたは複数のサービス識別(RB ID)を含むことができ、このRB IDは以
下のことを示す。すなわち、送信すべきデータをRLCキャッシュが有するので端末が状態
遷移を引き起こすケースで、現在のRLCキャッシュ中のデータが制御情報中の1つまたは複
数のサービス識別に属すると端末が判断した場合、端末は、RLCキャッシュ中のデータに
対応するRB IDを、または、このRB IDおよびそのデータボリュームを、測定ID 16を有し
、送信される測定報告メッセージ中で搬送する。
【００４２】
　例えば、RNCは制御情報を端末に送信するが、この制御情報は、RNCによって構成された
、現在のRLCキャッシュ中のデータに対応するRBリストの構成(composition)を報告するよ
う端末に指示する。端末の現在のRLCキャッシュが、RNCによって構成されたRB IDに対応
するデータを有する場合は、報告を測定報告メッセージ中で行うことができ、そうでない
場合は、報告を行わなくてよい。端末は、現在のRLCキャッシュ中に存在し、RNCによって
構成されたRBリストに対応する、RB ID情報を報告するだけでもよく、または、RB IDを報
告するとともに、対応するデータボリュームをRNCに報告してもよい。特に、報告は、ビ
ットマップの形で行うことができる(例えば、端末のRLCキャッシュが、RNCによって事前
設定されたRB IDに対応するデータを有するときは、ビットマップの対応ビットが1にセッ
トされ、そうでないときは0にセットされる)。端末のRLCキャッシュが、RNCによって事前
設定されたRB IDに対応するデータを有するときは、端末によって測定報告メッセージ中
で搬送される状態遷移指示情報は、真(TRUE)、または特別な指示(例えば、端末の現在のR
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LCキャッシュのデータボリュームが、RNCによって事前設定された4a測定イベントしきい
値を超えたことを示す)とすることができる。
【００４３】
　あるいは、RNCから端末に送信される制御情報はさらに、ネットワーク側でセットアッ
プされた全てのサービスに対応するRB IDを、または、これらのRB IDおよび端末の現在の
RLCキャッシュ中にあるそのデータボリューム情報を報告するよう端末に指示することが
できる。
【００４４】
　RNCから端末に送信される制御情報は、端末の現在のRLCキャッシュ中の、ネットワーク
とセットアップされた全てのサービスのデータボリュームの状況を報告するよう端末に指
示することができ、したがって、RNCは、全てのサービスの情報を得る。端末は、サービ
ス情報リストまたはビットマップ(bitmap)の形で報告することができる。端末は、RB ID
を報告するだけでもよく、または、RLCキャッシュ中のRB IDの対応データボリュームを同
時にRNCに報告してもよい。
【００４５】
　あるいは、RNCから端末に送信される制御情報はまた、状態遷移が引き起こされたとき
、端末の現在のRLCキャッシュ中の全てのデータに対応するそれぞれのサービス(RB ID)の
データボリューム情報を報告するよう、端末に指示することもできる。
【００４６】
　RNCから端末に送信される制御情報は、以下のことを示してもよい。すなわち、1つまた
は複数のサービスをRNCと現在セットアップしている端末が、状態遷移の測定報告を開始
するケースで、現在の端末のRLCキャッシュ中の1つまたは複数のサービスが、送信される
べきアップリンクデータを有する場合、端末によって測定報告中で搬送される状態遷移指
示情報は、RLCキャッシュ中の、状態遷移を現在引き起こしているRB IDのデータボリュー
ム情報とすることができる。ここで、端末は、現在のRLCキャッシュ中のデータに対応す
るRB IDを報告するだけでもよく、または、現在のRLCキャッシュ中のデータに対応するRB
 IDと、対応するデータボリューム状況とを同時に報告してもよい。
【００４７】
　RNCから端末に送信される制御情報は、特に、測定制御メッセージ、RBセットアップメ
ッセージ、RB再構成メッセージ、トランスポートチャネルセットアップメッセージ、トラ
ンスポートチャネル再構成メッセージ、または物理チャネル再構成メッセージ中で搬送す
ることができる。RNCは、これらのメッセージのうちの1つまたは複数を介して、種々のサ
ービスに対応するRB IDを端末に送信することができる。
【００４８】
　S303: 端末が、状態遷移に基づいて引き起こされた測定報告メッセージをRNCに送信す
る。測定報告メッセージは、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報を搬送する。
【００４９】
　S304: RNCが、状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信された測定報告メッセ
ージを受信する。
【００５０】
　ここで、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報は、1つもしくは複数のRB IDである
か、または、1つもしくは複数のRB IDおよびそのデータボリュームであるものとすること
ができる。RB IDは、端末の現在のRLCキャッシュ中のデータが属する少なくとも1つのサ
ービスに対応し、データボリュームは、現在のRLCキャッシュ中の、RB IDに対応するサー
ビスのデータボリュームである。
【００５１】
　状態遷移指示情報は、ビットマップの形とすることができる(例えば、端末のRLCキャッ
シュが、RNCによって事前設定されたRB IDに対応するデータを有するときは、ビットマッ
プの対応ビットが1にセットされ、そうでないときは0にセットされる)。状態遷移指示情
報はブール値とすることもでき、例えば、真(TRUE)は、RNCによって事前設定されたRB ID
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に対応するデータが端末のRLCキャッシュ中に存在することを示す。または、特別な指示
を使用して、端末のRLCキャッシュ中のデータが、RNCによって事前設定された何らかのRB
 IDに対応することを示すことができ、例えば、端末の現在のRLCキャッシュのデータボリ
ュームが、RNCによって事前設定された4a測定イベントしきい値を超えたことを示すこと
ができる。
【００５２】
　留意されたいが、S301は、任意選択のステップである(それに応じて、S302もまた任意
選択のステップである)。すなわち、RNCは、端末によって報告される内容を、制御情報を
介して事前に指示または構成することができる。加えて、端末は、現在のRLCキャッシュ
中のデータが属するサービスおよび対応するデータボリュームを、能動的に報告すること
ができる。
【００５３】
　S305: RNCが再構成メッセージを端末に送信する。再構成メッセージは、端末に対して
指定されるRRC状態遷移のターゲット状態、および/または、端末がRRCターゲット状態に
あるときの対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランスポートチャネル情報なら
びに/もしくは物理チャネル情報を含む。
【００５４】
　S306: 端末が、RNCから送信された再構成メッセージを受信する。
【００５５】
　以下に具体例を提供する。現在の端末は、サービスA、B、およびCをネットワークとセ
ットアップしており、サービスAおよびBは遅延の影響を受けやすい。この場合、RNCは、C
ELL_PCH状態の端末から送信されるべきアップリンクデータがサービスAおよび/またはサ
ービスBに属するときに、状態遷移に基づく測定報告メッセージ中でサービスAおよび/ま
たはサービスBのRB IDを搬送するよう、制御情報を介して端末に指示することができる。
【００５６】
　ここで、制御情報は、B#Nを含むことができ(Nは、RNCによって事前定義された、ある指
定のRB IDである)、制御情報は、送信されるべきアップリンクデータをRB#Nが有するので
測定報告が引き起こされたときに、端末によってサブミットされる測定報告中でRB#Nを搬
送するよう、端末に指示する。アップリンクデータが能動的に開始されるとき、端末は、
RB#Nに対応するサービスデータを送信アップリンクデータが含むことを示すために、RB#N
またはインジケータ(indicator)をMR中で搬送することができる(指示(indication)は、「
true」であるか、または、偽の4aイベントに対応する既存の4aインジケータ(indicator)
とすることができる)。ここで、RNCは、RLCキャッシュ中のデータの合計が4aを満たすと
きだけRB#Nを搬送するよう、端末に指示することができ、あるいは、端末はまた、事前設
定済みの条件(例えば4aが満たされない)に適合するときにRB#Nを搬送するように構成され
てもよい。
【００５７】
　制御情報はさらに、RB#NおよびRB#M、またはより多くのRB IDを含むこともでき、した
がって、端末は、アップリンクデータを能動的に開始するとき、列挙値(enumeration val
ue)を有するビットマップ(bitmap)リストを測定報告メッセージ中で搬送することができ
る。各ビットマップ(bitmap)リストは、1つのRB IDに対応し、ビットマップ(bitmap)の順
序は、ネットワーク側の構成順序と一致してよい。RB#Nに対応するサービスが、送信され
るべきアップリンクデータを有するが、RB#Mに対応するサービスが、送信されるべきアッ
プリンクデータを有さない場合は、測定報告メッセージ中で搬送されるビットマップ(bit
map)リストは「true」および「false」に等しいものとしてもよい。同様に、RNCは、RLC
キャッシュ中のデータの合計が4aを満たすときだけRB#Nを搬送するよう、端末に指示する
ことができ、あるいは端末はまた、事前設定済みの条件(例えば4aが満たされない)に適合
するときにRB#Nを搬送するように構成されてもよい。
【００５８】
　図4は、本発明によって提供される再構成方法のさらに別の実施形態のフローチャート
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である。図4に示すように、この実施形態では、端末からRNCに送信される測定報告メッセ
ージ中で搬送される、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報は、測定報告を開始する
よう端末を引き起こすための原因、および/または、端末によって開始されるべきサービ
スタイプ情報である。
【００５９】
　以下、この方法について具体的に述べる。
【００６０】
　S401: 端末が、状態遷移に基づいて引き起こされた測定報告メッセージをRNCに送信す
る。測定報告メッセージは、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報を搬送する。RRC状
態遷移を引き起こすための指示情報は、端末が測定報告を開始するための原因、および/
または、端末によって現在開始されるべきサービスタイプ情報である。
【００６１】
　S402: RNCが、端末から送信された測定報告メッセージを受信する。
【００６２】
　ここで、S401では特に、CELL_PCH状態の端末から送信された、測定ID 16を有する測定
報告メッセージを受信することができ、測定報告メッセージは、端末が測定報告を開始す
るための原因、および/または、端末によって現在開始されるべきサービスタイプ情報を
搬送する。
【００６３】
　端末が測定報告を開始するための原因、および/または、端末によって現在開始される
べきサービスタイプ情報は、以下のうちの1つまたは組合せとすることができる。すなわ
ち、端末が呼を開始すること、端末がページング応答を開始すること、端末が、シグナリ
ング無線ベアラ1(SRB#1)中で担持される送信すべきアップリンクデータを有すること、端
末がダウンリンクデータを受信すること(端末に関連するダウンリンクデータは、HS-SCCH
またはHS-PDSCH中で検出または受信される)、端末が高優先度のシグナリングを開始する
こと、端末が低優先度のシグナリングを開始すること、端末が会話(conversation)呼を開
始すること、端末がストリームサービス呼を開始すること、端末が対話タイプのサービス
を開始すること、端末がバックグラウンドサービス呼を開始すること、端末がページング
に応答すること、端末がストリームサービス呼を受信(terminating)すること、端末が対
話タイプのサービスを受信(terminating)すること、端末がバックグラウンドサービス呼
を受信(terminating)すること、端末が緊急呼を開始すること、端末がMBMS受信を開始す
ること、端末がMBMSポイントツーポイントベアラセットアップ要求を開始すること、端末
が回線交換ドメイン(Circuit Switch Domain)接続セットアップを開始すること、端末が
パケット交換ドメイン(Packet Switch Domain)接続セットアップを開始すること、端末が
音声(speech)呼を開始すること、および端末がビデオ呼を開始することである。
【００６４】
　上記の内容は単に、本発明の実施形態で提供されるいくつかの可能な、端末が測定報告
を開始するための原因、および/または端末によって現在開始されるべきサービスタイプ
情報だが、本発明はこれらに限定されない。
【００６５】
　S403: RNCが再構成メッセージを端末に送信する。再構成メッセージは、端末に対して
指定されるRRC状態遷移のターゲット状態、および/または、端末がRRCターゲット状態に
あるときの対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランスポートチャネル情報なら
びに/もしくは物理チャネル情報を含む。
【００６６】
　S404: 端末が、RNCから送信された再構成メッセージを受信する。
【００６７】
　ここで、再構成メッセージは特に、RBセットアップメッセージ、RB再構成メッセージ、
トランスポートチャネルセットアップメッセージ、トランスポートチャネル再構成メッセ
ージ、物理チャネル再構成メッセージのうちの、1つまたは複数であってよい。



(17) JP 2014-509805 A 2014.4.21

10

20

30

40

50

【００６８】
　このシナリオの下では、RNCは、端末から送信される測定報告メッセージ中で搬送され
る、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報から、端末の現在の状態遷移がダウンリン
クデータ受信によって引き起こされるのかアップリンクデータによって引き起こされるの
かを得ることができる。RNCは、無線ベアラパラメータ(無線ベアラ制御RLCパラメータ、
無線ベアラ識別など)、トランスポートチャネルパラメータ(トランスポートフォーマット
セット(Transport Format Set)、トランスポートチャネルタイプ、トランスポートチャネ
ル識別など)、および物理チャネルパラメータ(チャネライゼーション符号、拡散符号、シ
グネチャなど)等、後続のデータトランスポートを担持するのに必要とされる無線チャネ
ルパラメータを端末に対して構成するために、再構成メッセージを送信する。それにより
、再構成プロセスにおけるRRC状態遷移のターゲット状態を端末に対して指定し、および/
または、RRCターゲット状態の端末の対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランス
ポート情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を搬送する。
【００６９】
　以上の実施形態における方法のフローの全部または一部は、コンピュータ可読記憶媒体
に記憶され得るコンピュータプログラムであって実行されたときに以上の方法実施形態の
フローを含み得るコンピュータプログラムを介して、関連ハードウェアに命令することに
よって完了させることができることを、当業者なら理解するであろう。ここで、記憶媒体
は、磁気ディスク、光ディスク、読取専用メモリ(Read-Only Memory、ROM)、またはラン
ダムアクセスメモリ(Random Access Memory、RAM)などとすることができる。
【００７０】
　図5は、本発明によって提供されるRNCの一実施形態の構造図である。図5に示すように
、RNCは、受信モジュール11および再構成モジュール12を備える。
【００７１】
　受信モジュール11は、状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信された測定報告
メッセージを受信するように構成され、測定報告メッセージは、RRC状態遷移を引き起こ
すための指示情報を搬送する。
【００７２】
　再構成モジュール12は、再構成メッセージを端末に送信するように構成され、再構成メ
ッセージは、端末に対して指定されるRRC状態遷移のターゲット状態、および/または、端
末がRRCターゲット状態にあるときの対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランス
ポートチャネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を含む。
【００７３】
　図6は、本発明によって提供されるRNCの別の実施形態の構造図である。図6に示すよう
に、受信モジュール11は特に、CELL_PCH状態の端末から送信された、測定ID 16を有する
測定報告メッセージを受信するように構成される。
【００７４】
　実現可能な一実施形態として、受信モジュール11によって受信される測定報告メッセー
ジ中で搬送される、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報は、少なくとも1つのRB ID
であるか、または、少なくとも1つのRB IDおよびそのデータボリュームである。RB IDは
、端末の現在のRLCキャッシュ中のデータが属する少なくとも1つのサービスに対応し、デ
ータボリュームは、現在のRLCキャッシュ中の、RB IDに対応するサービスのデータボリュ
ームである。
【００７５】
　さらに、RNCは、送信モジュール13を備えてよい。
【００７６】
　送信モジュール13は、制御情報を端末に送信するように構成され、制御情報は、現在の
RLCキャッシュ中のデータに対応するサービス情報を報告するよう端末に指示する。
【００７７】
　サービス情報は、端末の現在のRLCキャッシュ中のデータが属する少なくとも1つのサー
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ビスに対応するRB IDであるか、または、このRB IDと、現在のRLCキャッシュ中の対応す
るサービスのデータボリュームとである。
【００７８】
　あるいは、サービス情報は、ネットワーク側で端末によってセットアップされた全ての
サービスに対応するRB IDであるか、または、これらのRB IDと、現在のRLCキャッシュ中
の対応するサービスのデータボリュームとである。
【００７９】
　あるいは、サービス情報は、少なくとも1つの設定されたRB IDであるか、または、この
RB IDならびに現在のRLCキャッシュ中の対応するサービスのデータボリュームである。
【００８０】
　ここで、少なくとも1つのRB ID、または、少なくとも1つのRB IDおよびそのデータボリ
ュームは、ビットマップまたは列挙値で表すことができる。
【００８１】
　ここで、送信モジュール13から送信される制御情報は、測定制御メッセージ、RBセット
アップメッセージ、RB再構成メッセージ、トランスポートチャネルセットアップメッセー
ジ、トランスポートチャネル再構成メッセージ、物理チャネル再構成メッセージのうちの
、1つまたは複数の中で搬送することができる。
【００８２】
　受信モジュール11によって受信されるサービスタイプ指示情報は、測定報告を開始する
よう端末を引き起こすための原因、および/または、端末によって現在開始されるべきサ
ービスタイプ情報である。
【００８３】
　受信モジュール11によって受信される測定報告メッセージ中で搬送される、RRC状態遷
移を引き起こすための指示情報は、以下の情報のうちの1つまたは複数である。すなわち
、端末が呼を開始すること、端末がページング応答を開始すること、端末が、送信すべき
アップリンクデータを有すること、端末がダウンリンクデータを受信すること、端末が高
優先度のシグナリングを開始することを示す情報、端末が低優先度のシグナリングを開始
することを示す情報、端末が会話呼を開始することを示す情報、端末がストリームサービ
ス呼を開始することを示す情報、端末が対話タイプのサービスを開始することを示す情報
、端末が緊急呼を開始することを示す情報、端末がMBMS受信を開始することを示す情報、
端末がMBMSポイントツーポイントベアラセットアップ要求を開始すること、端末が回路交
換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報、端末がパケット交換ドメイン接
続セットアップを開始することを示す情報、端末が音声呼を開始することを示す情報、お
よび端末がビデオ呼を開始することを示す情報である。
【００８４】
　再構成モジュール12から送信される再構成メッセージは、RBセットアップメッセージ、
RB再構成メッセージ、トランスポートチャネルセットアップメッセージ、トランスポート
チャネル再構成メッセージ、物理チャネル再構成メッセージのうちの、1つまたは複数と
することができる。
【００８５】
　本発明の実施形態によって提供されるRNCは、本発明の実施形態によって提供される再
構成方法に対応し、このRNCは、再構成方法を実施するための機能デバイスである。状態
遷移方法を実施する詳細なプロセスについては、方法実施形態を参照されたく、ここでは
省略する。
【００８６】
　本発明の実施形態によって提供されるRNCは、RRC状態遷移を引き起こすための指示情報
を、端末からRNCに送信される測定報告メッセージ中で搬送し、したがって、RNCは、状態
遷移指示情報に従った端末に対するRRC状態遷移のターゲット状態、および/または、RRC
ターゲット状態の端末に対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランスポートチャ
ネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を、指定する。このため、RNCは、端末によ
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って開始されるべきアップリンクデータが属するサービス情報をできるだけ早く得ること
ができ、それにより、専用トランスポートチャネルの構成に導入される遅延が低減され、
RNCによって端末に対して実施される状態遷移の効率が向上する。
【００８７】
　図7は、本発明によって提供される端末の構成図である。図7に示すように、端末は、送
信モジュール21および受信モジュール22を備える。
【００８８】
　送信モジュール21は、状態遷移に基づいて引き起こされた測定報告メッセージをRNCに
送信するように構成され、測定報告メッセージは、RRC状態遷移を引き起こすための指示
情報を搬送する。
【００８９】
　受信モジュール22は、RNCから送信された再構成メッセージを受信するように構成され
、再構成メッセージは、端末に対して指定されるRRC状態遷移のターゲット状態、および/
または、端末がRRCターゲット状態にあるときの対応する無線ベアラ情報ならびに/もしく
はトランスポートチャネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を含む。
【００９０】
　さらに、送信モジュール21は特に、測定ID 16を有する測定報告メッセージをRNCに送信
するように構成される。
【００９１】
　送信モジュール21からRNCに送信される測定報告メッセージ中で搬送される、RRC状態遷
移を引き起こすための指示情報は、少なくとも1つのRB IDであるか、または、少なくとも
1つのRB IDならびにそのデータボリュームである。
【００９２】
　受信モジュール22はさらに、RNCから送信された制御情報を受信するように構成されて
よく、制御情報は、現在のRLCキャッシュ中のデータに対応するサービス情報を報告する
よう端末に指示する。
【００９３】
　サービス情報は、端末の現在のRLCキャッシュ中のデータが属する少なくとも1つのサー
ビスに対応するRB IDであるか、または、このRB IDと、現在のRLCキャッシュ中の対応す
るサービスのデータボリュームとである。
【００９４】
　あるいは、サービス情報は、ネットワーク側で端末によってセットアップされた全ての
サービスに対応するRB IDであるか、または、これらのRB IDならびに現在のRLCキャッシ
ュ中の対応するサービスのデータボリュームである。
【００９５】
　あるいは、サービス情報は、少なくとも1つの設定されたRB IDであるか、または、この
RB IDと、現在のRLCキャッシュ中の対応するサービスのデータボリュームとである。
【００９６】
　受信モジュール22によって受信される制御情報は、測定制御メッセージ、RBセットアッ
プメッセージ、RB再構成メッセージ、トランスポートチャネルセットアップメッセージ、
トランスポートチャネル再構成メッセージ、物理チャネル再構成メッセージのうちの、1
つまたは複数の中で搬送される。
【００９７】
　送信モジュール21からRNCに送信される測定報告メッセージ中で搬送される、RRC状態遷
移を引き起こすための指示情報は、測定報告を開始するよう端末を引き起こすための原因
、および/または、端末によって現在開始されるべきサービスタイプ情報である。
【００９８】
　送信モジュール21からRNCに送信される測定報告メッセージ中で搬送される、RRC状態遷
移を引き起こすための指示情報は、以下の情報のうちの1つまたは複数である。すなわち
、端末が呼を開始すること、端末がページング応答を開始すること、端末が、送信すべき
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アップリンクデータを有すること、端末がダウンリンクデータを受信することを示す情報
、端末が高優先度のシグナリングを開始することを示す情報、端末が低優先度のシグナリ
ングを開始することを示す情報、端末が会話呼を開始することを示す情報、端末がストリ
ームサービス呼を開始することを示す情報、端末が対話タイプのサービスを開始すること
を示す情報、端末が緊急呼を開始することを示す情報、端末がMBMS受信を開始することを
示す情報、端末がMBMSポイントツーポイント・ベアラセットアップ要求を開始すること、
端末が回線交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報、端末がパケット交
換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報、端末が音声呼を開始することを
示す情報、および端末がビデオ呼を開始することを示す情報である。
【００９９】
　本発明の実施形態によって提供される端末は、本発明の実施形態によって提供される再
構成方法に対応し、この端末は、再構成方法を実施するための機能デバイスである。状態
遷移方法を実施する詳細なプロセスについては、方法実施形態を参照されたく、ここでは
省略する。
【０１００】
　本発明の実施形態によって提供される端末は、RRC状態遷移を引き起こすための指示情
報を、端末からRNCに送信される測定報告メッセージ中で搬送し、したがって、RNCは、状
態遷移指示情報に従った端末に対するRRC状態遷移のターゲット状態、および/または、RR
Cターゲット状態の端末に対応する無線ベアラ情報ならびに/もしくはトランスポートチャ
ネル情報ならびに/もしくは物理チャネル情報を、指定する。このため、RNCは、端末によ
って開始されるべきアップリンクデータが属するサービス情報をできるだけ早く得ること
ができ、それにより、専用トランスポートチャネルの構成に導入される遅延が低減され、
RNCによって端末に対して実施される状態遷移の効率が向上する。
【０１０１】
　簡便な記述のために、上記のシステム、デバイス、およびユニットの詳細な動作プロセ
スは、ここでは繰り返さず、上記の方法実施形態における対応するプロセスを参照するこ
とができることが、当業者なら明確に理解するであろう。
【０１０２】
　本出願によって提供される実施形態では、開示するシステム、デバイス、および方法を
他の方式で実現してもよいことを理解されたい。例えば、上記のデバイス実施形態は例に
過ぎない。例えば、ユニット分割は単なる論理的な機能分割であり、他の分割モードを実
装形態において使用してもよい。例えば、複数のユニットまたはコンポーネントを別のシ
ステムに結合または統合してもよく、または、いくつかの特徴を省略するかもしくは実行
しなくてもよい。別の点として、表示または考察した相互結合、直接的な結合または通信
接続は、いくつかのインタフェース、デバイス、またはユニット間における、電気的、機
械的、または他の形の、間接的な結合または通信接続を介して実現されてもよい。
【０１０３】
　別々の部分として述べたユニットは、物理的に分離していてもそうでなくてもよく、ユ
ニットとして表示した部分は、物理的なユニットであってもそうでなくてもよい。すなわ
ち、これらのユニットは、同じ場所に位置してもよく、または少なくとも2つのネットワ
ーク要素に分散してもよい。実施形態の解決法の目的は、実際の需要に応じてユニットの
一部または全部を選択することによって達成することができる。
【０１０４】
　加えて、本発明の実施形態における様々な機能ユニットは、1つの処理ユニットに統合
されてもよく、もしくは個々の物理ユニットとして存在してもよく、または、2つ以上の
ユニットが1つのユニットに統合されてもよい。統合されたユニットは、ハードウェアま
たはソフトウェア機能ユニットの形で実現されてよい。
【０１０５】
　統合されたユニットがソフトウェア機能ユニットの形で実現されて、個別の製品として
販売または使用されるとき、ユニットはコンピュータ可読アクセス媒体に記憶されてよい
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。このような理解に基づき、本発明の技術的解決法は本質的に、または従来技術に寄与す
るその一部は、または技術的解決法の全体または一部は、記憶媒体に記憶されたソフトウ
ェア製品の形で反映されてよく、このソフトウェア製品は、それぞれの実施形態の方法の
ステップの全部または一部をコンピュータデバイス(例えばパーソナルコンピュータ、サ
ーバ、ネットワーク機構など)またはプロセッサ(processor)が実行できるようにするため
のいくつかの命令を含む。記憶媒体は、USBメモリ、モバイルハードディスク、読取専用
メモリ(ROM、Read-Only Memory)、ランダムアクセスメモリ(RAM、Random Access Memory)
、磁気ディスク、光ディスクなど、プログラムコードを記憶できる様々な媒体を含む。
【０１０６】
　最後に留意されたいが、以上の実施形態は、本発明の技術的解決法を、限定するのでは
なく説明するのに使用されるに過ぎない。本発明を以上の実施形態に関して詳細に述べて
いるが、以上の実施形態の技術的解決法を修正してもよく、またはそのいくつかの技術的
特徴を等価に代用してもよく、これらの修正または代用によって、対応する技術的解決法
の本質が本発明の実施形態の技術的解決法の主旨および範囲を逸脱することはないことを
、当業者は理解されたい。
【符号の説明】
【０１０７】
　　11　受信モジュール
　　12　再構成モジュール
　　13　送信モジュール
　　21　送信モジュール
　　22　受信モジュール

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月6日(2013.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　ネットワークの無線ネットワークコントローラ(Radio Network Controller、RNC)と、
接続状態でありRNCとの無線リソース制御(Radio Resource Control、RRC)プロトコルを有
する端末との間に、継続的なデータトランスポートがない場合、RNCは、エアインタフェ
ースリソースを効果的に利用して端末の電気エネルギーを節約するために、エアインタフ
ェース上で端末に割り振られた無線ベアラ(Radio Bearer)を予約して、専用トランスポー
トチャネルを解放する(例えば端末をセルページングチャネル(Cell Paging Channel、CEL
L_PCH)状態に遷移させる)ことができる。CELL_PCH状態の端末は、状態遷移に基づいて特
別に定義される測定報告を送った後でのみ、状態遷移を実施してセルフォワードアクセス
チャネル(Cell Forward Access Channel、CELL_FACH)状態に入ることができ、次いで、CE
LL_FACH状態で後続のアップリンクまたはダウンリンクデータトランスポートを継続する
ことができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　あるいは、RNCから端末に送信される制御情報はさらに、ネットワークでセットアップ
された全てのサービスに対応するRB IDを、または、これらのRB IDおよび端末の現在のRL
Cキャッシュ中にあるそのデータボリューム情報を報告するよう端末に指示することがで
きる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　制御情報はさらに、RB#NおよびRB#M、またはより多くのRB IDを含むこともでき、した
がって、端末は、アップリンクデータを能動的に開始するとき、列挙値(enumeration val
ue)を有するビットマップ(bitmap)リストを測定報告メッセージ中で搬送することができ
る。各ビットマップ(bitmap)リストは、1つのRB IDに対応し、ビットマップ(bitmap)の順
序は、ネットワークの構成順序と一致してよい。RB#Nに対応するサービスが、送信される
べきアップリンクデータを有するが、RB#Mに対応するサービスが、送信されるべきアップ
リンクデータを有さない場合は、測定報告メッセージ中で搬送されるビットマップ(bitma
p)リストは「true」および「false」に等しいものとしてもよい。同様に、RNCは、RLCキ
ャッシュ中のデータの合計が4aを満たすときだけRB#Nを搬送するよう、端末に指示するこ
とができ、あるいは端末はまた、事前設定済みの条件(例えば4aが満たされない)に適合す
るときにRB#Nを搬送するように構成されてもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００７８】
　あるいは、サービス情報は、ネットワークで端末によってセットアップされた全てのサ
ービスに対応するRB IDであるか、または、これらのRB IDならびに現在のRLCキャッシュ
中の対応するサービスのデータボリュームである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　あるいは、サービス情報は、ネットワークで端末によってセットアップされた全てのサ
ービスに対応するRB IDであるか、または、これらのRB IDならびに現在のRLCキャッシュ
中の対応するサービスのデータボリュームである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　最後に留意されたいが、以上の実施形態は、本発明の技術的解決法を、限定するのでは
なく説明するのに使用されるに過ぎない。本発明を以上の実施形態に関して詳細に述べて
いるが、以上の実施形態の技術的解決法を修正してもよく、またはそのいくつかの技術的
特徴を等価に代用してもよく、これらの修正または代用によって、対応する技術的解決法
の本質が本発明の実施形態の技術的解決法の範囲を逸脱することはないことを、当業者は
理解されたい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線リソース制御(RRC)状態遷移を引き起こすための指示情報を搬送する測定報告であ
って、状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信された測定報告を受信する段階と
、
　前記端末に対して指定される前記RRC状態遷移のターゲット状態、前記端末が前記RRCタ
ーゲット状態にあるときの無線ベアラ情報、前記端末が前記RRCターゲット状態にあると
きのトランスポートチャネル情報および前記端末が前記RRCターゲット状態にあるときの
物理チャネル情報、のうちの少なくとも１つを含む再構成メッセージを前記端末に送信す
る段階と、
　を含むことを特徴とする再構成方法。
【請求項２】
　前記状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信された測定報告を受信する段階が
特に、
　セルページングチャネル(CELL_PCH)状態の前記端末から送信された測定ID 16を有する
測定報告を受信する段階を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記RRC状態遷移を引き起こすための前記指示情報が、少なくとも1つの無線ベアラID (
RB ID)を含むか、または少なくとも1つの無線ベアラID (RB ID)ならびにデータボリュー
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ム情報を含む、請求項1または2に記載の方法。
【請求項４】
　前記状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信された測定報告を受信する段階の
前に、
　現在のRLCキャッシュ中のデータに対応するサービス情報を報告するよう前記端末に指
示する制御情報を前記端末に送信する段階をさらに含む請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記サービス情報が、前記端末の前記現在のRLCキャッシュ中の前記データが属する少
なくとも1つのサービスに対応するRB IDを含むか、または前記現在のRLCキャッシュ中の
対応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、ネットワークで前記端末によってセットアップされた全
てのサービスに対応するRB IDを含むか、もしくは前記現在のRLCキャッシュ中の対応する
サービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、少なくとも1つの設定されたRB IDを含むか、もしくは前
記現在のRLCキャッシュ中の対応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含む請
求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも1つのRB ID、または、前記少なくとも1つのRB IDならびに前記そのデー
タボリュームが、ビットマップまたは列挙値で表される請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記制御情報が、測定制御メッセージ、RBセットアップメッセージ、RB再構成メッセー
ジ、トランスポートチャネルセットアップメッセージ、トランスポートチャネル再構成メ
ッセージ、物理チャネル再構成メッセージのうちの、1つまたは複数の中で搬送される請
求項4または請求項5に記載の方法。
【請求項８】
　前記RRC状態遷移を引き起こすための前記指示情報が、測定報告を開始するよう前記端
末を引き起こすための原因、および/または、前記端末によって現在開始されるべきサー
ビスタイプ情報を含む請求項1または2に記載の方法。
【請求項９】
　RRC状態遷移を引き起こすための前記指示情報が、以下の情報、すなわち、前記端末が
呼を開始すること、前記端末がページング応答を開始すること、前記端末が、送信すべき
アップリンクデータを有すること、前記端末がダウンリンクデータを受信することを示す
情報、前記端末が高優先度のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が低優先
度のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が会話呼を開始することを示す情
報、前記端末がストリームサービス呼を開始することを示す情報、前記端末が対話タイプ
のサービスを開始することを示す情報、前記端末が緊急呼を開始することを示す情報、前
記端末がマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャストサービス(MBMS)受信を開始
することを示す情報、前記端末がMBMSポイントツーポイント・ベアラセットアップ要求を
開始すること、前記端末が回線交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報
、前記端末がパケット交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報、前記端
末が音声呼を開始することを示す情報、および前記端末がビデオ呼を開始することを示す
情報、のうちの1つまたは複数を含む請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記再構成メッセージが、無線ベアラセットアップメッセージ、無線ベアラ再構成メッ
セージ、トランスポートチャネル・セットアップメッセージ、トランスポートチャネル再
構成メッセージ、および物理チャネル再構成メッセージ、のうちの1つまたは複数を含む
請求項1または2に記載の方法。
【請求項１１】
　状態遷移に基づいて引き起こされ、無線リソース制御(RRC)状態遷移を引き起こすため
の指示情報を搬送する測定報告を無線ネットワークコントローラ(RNC)に送信する段階と
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、
　前記RNCから送信され、端末に対して指定される前記RRC状態遷移のターゲット状態、前
記端末が前記RRCターゲット状態にあるときの無線ベアラ情報、前記端末が前記RRCターゲ
ット状態にあるときのトランスポートチャネル情報および前記端末が前記RRCターゲット
状態にあるときの物理チャネル情報、のうちの１つまたは複数を含む再構成メッセージを
受信する段階と、
　を含むことを特徴とする再構成方法。
【請求項１２】
　前記状態遷移に基づいて引き起こされた測定報告を前記RNCに送信する段階が特に、
　セルページングチャネル(CELL_PCH)状態の端末によって、測定ID 16を有する前記測定
報告を前記RNCに送信する段階を含む、
　請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記RRC状態遷移を引き起こすための指示情報が、少なくとも1つの無線ベアラID (RB I
D)を含むか、または少なくとも1つの無線ベアラID (RB ID)ならびにデータボリューム情
報を含む、請求項11または12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記状態遷移に基づいて引き起こされた測定報告を前記RNCに送信する段階の前に、前
記RNCから送信された制御情報を受信する段階をさらに含み、
　前記制御情報が、現在のRLCキャッシュ中のデータに対応するサービス情報を報告する
よう前記端末に指示する、請求項13に記載の方法。
【請求項１５】
　前記サービス情報が、前記端末の現在のRLCキャッシュ中のデータが属する少なくとも1
つのサービスに対応するRB IDを含むか、または前記現在のRLCキャッシュ中の対応するサ
ービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、ネットワークで前記端末によってセットアップされた全
てのサービスに対応するRB IDを含むか、もしくは前記現在のRLCキャッシュ中の対応する
サービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、少なくとも1つの設定されたRB IDを含むか、もしくは前
記現在のRLCキャッシュ中の対応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含む
　請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　前記制御情報が、測定制御メッセージ、RBセットアップメッセージ、RB再構成メッセー
ジ、トランスポートチャネルセットアップメッセージ、トランスポートチャネル再構成メ
ッセージ、および物理チャネル再構成メッセージのうちの、1つまたは複数の中で搬送さ
れる
　請求項14または請求項15に記載の方法。
【請求項１７】
　前記RRC状態遷移を引き起こすための指示情報が、測定報告を開始するよう前記端末を
動作するための原因、および/または、前記端末によって現在開始されるべきサービスタ
イプ情報を含む
　請求項11または請求項12に記載の方法。
【請求項１８】
　前記RRC状態遷移を引き起こすための指示情報が、以下の情報、すなわち、前記端末が
呼を開始すること、前記端末がページング応答を開始すること、前記端末が、送信すべき
アップリンクデータを有すること、前記端末がダウンリンクデータを受信することを示す
情報、前記端末が高優先度のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が低優先
度のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が会話呼を開始することを示す情
報、前記端末がストリームサービス呼を開始することを示す情報、前記端末が対話タイプ
のサービスを開始することを示す情報、前記端末が緊急呼を開始することを示す情報、前
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記端末がマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャストサービス(MBMS)受信を開始
することを示す情報、前記端末がMBMSポイントツーポイント・ベアラセットアップ要求を
開始すること、前記端末が回路交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報
、前記端末がパケット交換ドメイン接続セットアップを開始することを示す情報、前記端
末が音声呼を開始することを示す情報、および前記端末がビデオ呼を開始することを示す
情報、のうちの1つまたは複数を含む
　請求項17に記載の方法。
【請求項１９】
　前記再構成メッセージが、無線ベアラセットアップメッセージ、無線ベアラ再構成メッ
セージ、トランスポートチャネル・セットアップメッセージ、トランスポートチャネル再
構成メッセージ、および物理チャネル再構成メッセージのうちの、1つまたは複数を含む
　請求項11または請求項12に記載の方法。
【請求項２０】
　状態遷移に基づいて引き起こされて端末から送信され、無線リソース制御(RRC)状態遷
移を引き起こすための指示情報を搬送する測定報告を受信するように構成された受信モジ
ュールと、
　前記端末に対して指定される前記RRC状態遷移のターゲット状態、前記端末が前記RRCタ
ーゲット状態にあるときの無線ベアラ情報、前記RRCターゲット状態にあるときのトラン
スポートチャネル情報および前記RRCターゲット状態にあるときの物理チャネル情報、の
うちの少なくとも１つを含む再構成メッセージを前記端末に送信するように構成された再
構成モジュールと、
　を備えることを特徴とする無線ネットワークコントローラ(RNC)。
【請求項２１】
　前記受信モジュールが特に、セルページングチャネル(CELL_PCH)状態の端末から送信さ
れた測定ID 16を有する前記測定報告を受信するように構成された
　請求項20に記載のRNC。
【請求項２２】
　前記測定報告で搬送される、前記RRC状態遷移を引き起こすための指示情報が、少なく
とも1つの無線ベアラID (RB ID)を含むか、または少なくとも1つの無線ベアラID (RB ID)
ならびにデータボリューム情報を含む
　請求項20または請求項21に記載のRNC。
【請求項２３】
　現在のRLCキャッシュ中のデータに対応するサービス情報を報告するよう前記端末に指
示する制御情報を、前記端末に送信するように構成された送信モジュールを、さらに備え
る
　請求項22に記載のRNC。
【請求項２４】
　前記サービス情報が、前記端末の前記現在のRLCキャッシュ中の前記データが属する少
なくとも1つのサービスに対応するRB IDを含むか、もしくは前記現在のRLCキャッシュ中
の対応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、ネットワークで前記端末によってセットアップされた全
てのサービスに対応するRB IDを含むか、もしくは前記現在のRLCキャッシュ中の対応する
サービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、少なくとも1つの設定されたRB IDを含むか、もしくは前
記現在のRLCキャッシュ中の対応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含む
　請求項23に記載のRNC。
【請求項２５】
　前記少なくとも1つのRB ID、または、前記少なくとも1つのRB IDならびに前記そのデー
タボリュームが、ビットマップまたは列挙値で表される
　請求項24に記載のRNC。
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【請求項２６】
　前記制御情報が、測定制御メッセージ、RBセットアップメッセージ、RB再構成メッセー
ジ、トランスポートチャネルセットアップメッセージ、トランスポートチャネル再構成メ
ッセージ、および物理チャネル再構成メッセージのうちの、1つまたは複数の中で搬送さ
れる請求項23または請求項24に記載のRNC。
【請求項２７】
　前記RRC状態遷移を引き起こすための指示情報が、測定報告を開始するよう前記端末を
動作するための原因、および/または、前記端末によって現在開始されるべきサービスタ
イプ情報を含む
　請求項20または請求項21に記載のRNC。
【請求項２８】
　前記測定報告中で搬送される、前記RRC状態遷移を引き起こすための指示情報が、以下
の情報、すなわち、前記端末が呼を開始すること、前記端末がページング応答を開始する
こと、前記端末が送信すべきアップリンクデータを有すること、前記端末がダウンリンク
データを受信することを示す情報、前記端末が高優先度のシグナリングを開始することを
示す情報、前記端末が低優先度のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が会
話呼を開始することを示す情報、前記端末がストリームサービス呼を開始することを示す
情報、前記端末が対話タイプのサービスを開始することを示す情報、前記端末が緊急呼を
開始することを示す情報、前記端末がマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャス
トサービス(MBMS)受信を開始することを示す情報、前記端末がMBMSポイントツーポイント
・ベアラセットアップ要求を開始すること、前記端末が回線交換ドメイン接続セットアッ
プを開始することを示す情報、前記端末がパケット交換ドメイン接続セットアップを開始
することを示す情報、前記端末が音声呼を開始することを示す情報、前記端末がビデオ呼
を開始することを示す情報のうち、1つまたは複数を含む
　請求項27に記載のRNC。
【請求項２９】
　前記再構成メッセージが、無線ベアラセットアップメッセージ、無線ベアラ再構成メッ
セージ、トランスポートチャネル・セットアップメッセージ、トランスポートチャネル再
構成メッセージ、物理チャネル再構成メッセージのうちの、1つまたは複数を含む
　請求項20または21に記載のRNC。
【請求項３０】
　状態遷移に基づいて引き起こされ、無線リソース制御(RRC)状態遷移を引き起こすため
の指示情報を搬送する測定報告を無線ネットワークコントローラ(RNC)に送信するように
構成された送信モジュールと、
　前記RNCから送信され、端末に対して指定される前記RRC状態遷移のターゲット状態、前
記端末が前記RRCターゲット状態にあるときの無線ベアラ情報、前記端末が前記RRCターゲ
ット状態にあるときのトランスポートチャネル情報および前記端末が前記RRCターゲット
状態にあるときの物理チャネル情報、のうちの少なくとも１つを含む再構成メッセージを
受信するように構成された受信モジュールと、
　を備えることを特徴とする端末。
【請求項３１】
　前記送信モジュールが特に、測定ID 16を有する前記測定報告を前記RNCに送信するよう
に構成された
　請求項30に記載の端末。
【請求項３２】
　前記送信モジュールから前記RNCに送信される測定報告で搬送されるRRC状態遷移を引き
起こすための指示情報が、少なくとも1つの無線ベアラID (RB ID)を含むか、または少な
くとも1つの無線ベアラID (RB ID)ならびにデータボリューム情報を含む
　請求項30または請求項31に記載の端末。
【請求項３３】
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　前記受信モジュールが、さらに、前記RNCから送信され、現在のRLCキャッシュ中のデー
タに対応するサービス情報を報告するよう前記端末に指示する制御情報を受信するように
、さらに構成されている
　請求項32に記載の端末。
【請求項３４】
　前記サービス情報が、前記端末の前記現在のRLCキャッシュ中のデータが属する少なく
とも1つのサービスに対応するRB IDを含むか、もしくは前記現在のRLCキャッシュ中の対
応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、ネットワークで前記端末によってセットアップされた全
てのサービスに対応するRB IDを含むか、もしくは前記現在のRLCキャッシュ中の対応する
サービスのRB IDならびにデータボリュームを含み、
　または、前記サービス情報が、少なくとも1つの設定されたRB IDを含むか、もしくは前
記現在のRLCキャッシュ中の対応するサービスのRB IDならびにデータボリュームを含む
　請求項33に記載の端末。
【請求項３５】
　前記制御情報が、測定制御メッセージ、RBセットアップメッセージ、RB再構成メッセー
ジ、トランスポートチャネルセットアップメッセージ、トランスポートチャネル再構成メ
ッセージ、および物理チャネル再構成メッセージのうちの、1つまたは複数の中で搬送さ
れる
　請求項33または請求項34に記載の端末。
【請求項３６】
　前記測定報告で搬送される、前記RRC状態遷移を引き起こすための前記指示情報が、測
定報告を開始するよう前記端末を動作するための原因、および/または、前記端末によっ
て現在開始されるべきサービスタイプ情報を、
　含む請求項35に記載の端末。
【請求項３７】
　前記測定報告で搬送される、前記RRC状態遷移を引き起こすための前記指示情報が、以
下の情報、すなわち、前記端末が呼を開始すること、前記端末がページング応答を開始す
ること、前記端末が送信すべきアップリンクデータを有すること、前記端末がダウンリン
クデータを受信することを示す情報、前記端末が高優先度のシグナリングを開始すること
を示す情報、前記端末が低優先度のシグナリングを開始することを示す情報、前記端末が
会話呼を開始することを示す情報、前記端末がストリームサービス呼を開始することを示
す情報、前記端末が対話タイプのサービスを開始することを示す情報、前記端末が緊急呼
を開始することを示す情報、前記端末がマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャ
ストサービス(MBMS)受信を開始することを示す情報、前記端末がMBMSポイントツーポイン
ト・ベアラセットアップ要求を開始すること、前記端末が回線交換ドメイン接続セットア
ップを開始することを示す情報、前記端末がパケット交換ドメイン接続セットアップを開
始することを示す情報、前記端末が音声呼を開始することを示す情報、前記端末がビデオ
呼を開始することを示す情報、のうちの1つまたは複数を含む
　請求項36に記載の端末。
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